
　
　

こ ) 加速度 を a とする 剛本棒 とともに 動 く視点でのカのつり合 いより、 皿山 いと 同様に武 できるので 、 taud =,
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R) 剛体棒とともに 動く視点で 、 力のつリ合いより!mg海城5に µNiのしき na を 求 めて 。 aiµgy f3 = m-o
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(マサッヤ )上 41 )剛体棒 とともに 円運動 する 視点 で 考える

、

図 の A 点 まわりのカのモー f3µ N 3 のときの o を 求めて
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f2 (マサリヤ ) よって 、勾配 があることで 、 滑 らずにより大 きな速 さで円運動できるため

、

②) 力 のり合いより fa=m
o

52 =µにきのw 。 がひう 等しいので、
. : V-µgR ,

( ) 進行方向 と逆向きに 大きさ ma の 慣性力 が

f入 m
生じる 、真上からみた国 においるかのつり 合 いより
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に µNc のときの a を 求 めて 、a=-j
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